
令和４年９月 1 5 日

警 察 庁 交 通 局

令和４年秋の全国交通安全運動の実施について

１ 実施期間

９月21日(水)から同月30日(金)までの10日間

２ 主催

内閣府･警察庁等10府省庁､都道府県､市区町村、関係13団体

３ 運動重点

○ 子供と高齢者を始めとする歩行者の安全確保

○ 夕暮れ時と夜間の歩行者事故等の防止及び飲酒運転の根絶

○ 自転車の交通ルール遵守の徹底

４ 薄暮時間帯の交通事故の特徴等

⑴ 10～12月の交通事故の特徴

○ ７～９月と比較して交通死亡事故件数が増加し、特に薄暮時間帯（日

の入り時刻の前後１時間）は約1.7倍増加

○ ７～９月と比較して歩行中死者の数・構成率ともに増加

○ 日の入り後１時間の自動車対横断中歩行者の事故について、７～９

月と比較して歩行者の死亡事故件数が倍増

・ 自動車側の法令違反では前方不注意が最も多く、歩行者側も半数

以上に法令違反あり

○ 日の入り後１時間の自動車対自転車の事故について、７～９月と比

較して自転車乗用者の死亡・重傷事故件数が増加

・ 出会い頭事故が半数を占め、うち自転車の約８割に法令違反あり

⑵ 飲酒運転事故の状況

○ 飲酒運転による死亡・重傷事故のうち、通行目的別では飲食が約３

割で最多

○ 飲酒死亡・重傷事故件数が多い月は、飲食目的の件数も多い傾向に

ある

○ 時間帯別では、20～５時台にかけて飲食目的の構成率が特に高い

５ 警察における重点的取組

○ 自動車運転者に対する早めのライト点灯の呼び掛け、信号機のない横

断歩道における横断歩行者保護の徹底、飲酒運転根絶に向けた社会環境

の構築と取締りの強化

○ 歩行者に対する反射材着用等、自らの安全を守る交通行動を促す指導

啓発、通学時間帯等における保護・誘導活動の強化

○ 電動キックボード利用者に対する交通ルール遵守の周知と指導取締り

の徹底

○ 自転車利用者に対する交通ルール遵守の周知徹底、全ての自転車利用

者に対するヘルメット着用の広報啓発と悪質違反者の取締り



○ 月別交通死亡事故の状況

（注）・ 本資料は、令和４年７月21日までに入手したデータにより作成したものである。以下同じ。
・ 「薄暮時間帯」とは、日の入り時刻の前後１時間をいう（日の入り時刻は、各日の各都道府県の都道府県庁所在地（北海道は各方面本部所在地を含む。）
の国立天文台天文情報センター暦計算室の計算による日の入り時刻による。）。以下同じ。
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○ 月別・状態別死者数の状況
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（注）・ 構成率は全死者数に占める割合である。
・ 数値は単位未満で四捨五入してあるため、合計等が内訳の数値と一致しない場合がある。以下同じ。

歩行中 581 486 475 330 325 332 341 340 440 609 698 768
自動車乗車中 424 378 454 437 392 409 480 449 423 464 415 518
二輪車乗車中 156 168 190 262 243 196 252 295 260 266 239 217
自転車乗用中 157 162 173 159 156 178 166 183 195 194 200 222
その他 7 3 3 3 6 6 5 7 3 7 5 4
合計 1,325 1,197 1,295 1,191 1,122 1,121 1,244 1,274 1,321 1,540 1,557 1,729

死者数（人）

（％）（人）



○ 薄暮時間帯における自動車対横断中歩行者死亡事故の状況

（注）・自動車対横断中歩行者事故において歩行者（第１・第２当事者）が死亡した件数を計上。

自動車対横断中歩行者死亡事故件数
【平成29年～令和３年合計】

39 42 

131 

271 

0

50

100

150

200

250

300

７～９月 10～12月 ７～９月 10～12月

日の入り前１時間 日の入り後１時間

約2.1倍

前方不注意

124件
45.8%

安全不確認

34件
12.5%

動静不

注視

9件
3.3%

その他の

安全運転

義務違反

6件
2.2%

横断歩行者

妨害等

41件
15.1%

通行妨害

（歩行者）

32件
11.8%

交差点安

全進行義

務違反

20件
7.4%

信号無視

3件
1.1%

その他

2件
0.7%

安全運転

義務違反

173件
63.8%

【自動車の法令違反】

走行車両の直前・

直後の横断

71件
26.2%

横断歩道

外横断

48件
17.7%斜め横断

13件
4.8%
その他の

横断違反

4件
1.5%

信号無視

4件
1.5%

飛出し

5件
1.8%

その他

6件
2.2%

違反なし

120件
44.3%

横断違反

136件
50.2%

（件）

計 271件

計 271件

【歩行者の法令違反】



○ 薄暮時間帯における自動車対自転車死亡・重傷事故の状況

（注）・自動車対自転車事故において自転車乗用者（第１・第２当事者）が死亡又は重傷を負った件数を計上。
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○ 飲酒運転事故の状況

通行目的別飲酒死亡・重傷事故件数
【平成29年～令和３年合計】
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（注） ・第１当事者が原付以上の件数である。
・「飲酒死亡・重傷事故」とは、第１当事者の飲酒状況が酒酔い、酒気帯び、基準以下、検知不能のいずれかに該当する場合の死亡・重傷事故をいう。
・通行目的は、その目的を果たして帰る途中（復路）であっても、他に目的がない場合は往路の目的となる。

月別・通行目的別飲酒死亡・重傷事故件数
【平成29年～令和３年合計】
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○ 飲酒運転事故の状況

（件） （％）

（注） ・第１当事者が原付以上の件数である。
・「飲酒死亡・重傷事故」とは、第１当事者の飲酒状況が酒酔い、酒気帯び、基準以下、検知不能のいずれかに該当する場合の死亡・重傷事故をいう。
・通行目的は、その目的を果たして帰る途中（復路）であっても、他に目的がない場合は往路の目的となる。
・「飲食の構成率」とは、各時台の死亡・重傷事故件数のうち、第１当事者の通行目的が飲食の割合をいう。


